
～ 組合員アンケート結果 ～

※JAの自己改革に関する組合員調査における、「必要」「どちらかと言えば必要」の合計もしくは

「満足」「どちらかといえば満足」の合計

質問 前年度 令和元年度

ＪＡの必要性 94.0% 95.6%
准組合員利用の必要性 93.0% 95.8%
地域農業や地域作りの応援したい 92.0% 96.0%
営農指導事業の満足度 69.0% 73.3%
農産物販売事業の満足度 67.0% 71.6%
生産資材購買事業の満足度 59.0% 66.8%

ＪＡ太田市

中期計画とは３か年計画とも呼

ばれ、ＪＡ太田市の３年後のある

べき姿を目標として、達成に向け

て行うべき施策をまとめたもので

す。

自己改革と併せて令和元年度か

ら令和３年度にかけて取り組みま

す。

～中期計画は３年後の姿～ ～「なくてはならないＪＡ」へ～

ＪＡ太田市では、中期計画策定

にあたり３年後のＪＡのあるべき

姿を「なくてはならないＪＡ」と

定め、「農業」「組合員・地域」

「ＪＡ経営・職員」の３つの区分

で計画を進めています。

令和元年度の取り組みの様子や

結果についてご報告いたします。



栽培体系導入相談者については、
露地ナス・ネギ・枝豆・トウモロ
コシ等の品目導入を中心に増加し
ました。
新規就農者や栽培体系例導入者

については、関係機関と連携し、
今後も継続してフォローアップを
行います。

栽培体系導入相談者
［ 目標３０人 結果３５人 ］
栽培体系導入者数
［ 目標１０人 結果１０人 ］
新規就農者数
［ 目標６人 結果１５人 ］

栽培体系例の導入

新規就農者向け露地ナス講習会

広報誌掲載や正組合員全戸訪問で
の案内配布を行いましたが、目標と
した来場人数には至りませんでした。
個別説明ブースでの対応時間が不

足した為、終日対応とし、紹介する
資材数も増やした上で注文書へ開催
案内を掲載する等改善を図ります。

展示説明会取扱い品目
［ 目標５品目 結果５品目 ］
展示説明会来場者
［ 目標５０人 結果２９人 ］

肥料農薬展示説明会の開催
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夏にリコールが発生し、対応に注
力した為、目標とした実績に至りま
せんでした。３月末までにリコール
対応は完了しました。

共同購入トラクター販売実績
［ 目標５台 実績1台 ］

共同購入トラクター

共同購入トラクター

枝豆（湯上がり娘）174箱の出荷先市
場を変更し、１袋10～15円高で有利販
売に繋がりました。
しかし、枝豆が単価安で推移したこ

とや、出荷先市場の荷受けが遅れたこ
と等により、結果的に予定していた集
荷数量には至りませんでした。
ほうれん草・小松菜・ネギについて

は１月より「フレッセイ」へ週間値決
めを行い直送便による出荷を開始しま
した。ほうれん草を中心に２月末まで
に687万円を売り上げました。
有利販売による販売高増加（枝豆）
［ 目標５００万円 結果５万 ］
フレッセイへの出荷
［ 結果 合計６８７万円 ］

有利販売による販売高増加

ほうれん草・小松菜消費宣伝

資材価格低減の取り組み

規格やメーカーの変更によるブロッ
コリー等のダンボール価格の維持・値
下げを行いました。
来シーズンのモロヘイヤ・枝豆ダン

ボールの低価格化のための輸送試験を
行いました。（一部 令和元年度実施）

ホウレン草・小松菜ＦＧは年間注文
の導入により値下げしました。



・水稲栽培者へ対する園芸作物の栽培案内
・生産者同士で情報交換ができる講習会、研
修会の開催
・新規就農者へ品目提案、講習会等日程周知
・群馬県新銘柄「いなほっこり」販売開始

その他の取り組み

「いなほっこり」試食会

旬の地元農産物のＰＲと直売所の
来店者増加を図るため、旬イチを開
催しました。
１回目は旬のイチゴを販売しまし

た。多くの方が来店され、好評を頂
いたため、今後も開催する予定です。

旬イチの開催

旬イチ

農業経営安定化と所得増大に向け、
貸出用のセル苗用半自動野菜定植機
を４台導入し、実演会を実施しまし
た。

貸出用半自動野菜定植機導入

↑

営
農
掲
示
板

支所に営農掲示板を設置し、講習会等
の案内を行っています。
また、営農部内で連携し、各講習会で

職員による＋ＯＮＥの情報説明を行って
います。

情報提供の取り組み

ブロッコリー定植実演会



中期改革目標（目標値）に対する進捗状況

目標 品目／項目 目標値 結果 対比

青果物販売高の増加

ほうれん草 22.5億円 21.4億円 95.1%

小松菜 6億円 3.7億円 61.7%

ねぎ 3億円 2.4億円 80.0%

小玉西瓜 3.5億円 3.3億円 94.3%

なす 2.45億円 2.53億円 103.3%

枝豆 1.65億円 1.21億円 73.3%

モロヘイヤ 0.8億円 0.72億円 90.0%

ブロッコリー 0.55億円 0.41億円 74.5%

青果物販売高合計 48.3億円 40.9億円 84.7%

米出荷量の増加
品質向上

カントリー 1,974t 1,779t 90.1%

個体 494t 501t 101.4%

合計 2,468t 2,280t 92.4%

品質 平年並み～やや劣る

小麦の出荷量維持
Aランク･１等の維持

出荷量 1,445t 1,621t 112%

Aランク・１等
1等
Aﾗﾝｸ

1等
Bﾗﾝｸ



８月から直売所が支所に出向く取
り組みを行っています。来店された
お客様の反応は好感触で、対面販売
により地元産農産物のＰＲや地産地
消・農業への理解が図られています。
直売所から遠い韮川支所から始め、

毛里田支所、休泊支所でも実施しま
した。
１回あたりの直売所出張販売の平

均値については、 売上 27,334円
来店者数 30.6人 客単価 892円。

直売所出張販売

直売所出張販売

融資の取り組み

ＪＡ太田市では、これまで以
上に担い手に寄り添った農業融
資対応を行い、担い手の皆様の
多様なニーズに応えるため、金
融・営農部門の連携を本格的に
開始しました。
融資全体の残高としては137

億円で、目標より5億円増、目標
対比103.7％となりました。

融資の取り組み

セミナーは計４回開催し、内２回は融資
課・九合支所と連携してセミナーの開催を
行いました。セミナー参加者も計画を超過
しており、新規参加者も増加しています。
今後も各部署と連携しながらアンケート

やアフターフォローを実施し、参加者の満
足度向上に取り組みます。

事業継承セミナー開催

事業継承セミナー



中期改革目標（目標値）に対する進捗状況

目標 目標値 結果 目標対比

労働生産性の確保 8,500千円 8,162千円 96.0%

自己資本比率の維持 11％以上 12.97% 117.9％

５月から開始し、毎月１回、合計１０
回開催。本所職員を中心に延べ２１８人
が参加しました。
アフターファイブスクールは自由参加

で、職員から職員へのスキル継承を主な
目的として開催されています。
スクールでは職員が「事業計画の立て

方・進め方」や「野菜栽培の基本」など、
それぞれが得意なスキルを活かした講義
を行いました。

アフターファイブスクール

アフターファイブスクール

中期改革目標（目標値）に対する進捗状況

目標 目標値 結果 目標対比

組合員加入の増加 300人 231人 78％

正組合員 ▲147
准組合員 231



太田市農業協同組合
〒373-0032 群馬県太田市新野町320番1
TEL：0276-32-8211 FAX：0276-32-8201

http://ja-ota.jp/

直売所の出張販売のご案内

場所及び日程
〇 韮川支所 ／ 毎月20日
〇 毛里田支所 ／ 2.4.6.8.10.12月の15日
〇 休泊支所 ／ 1.3.5.7.9.11月の第3木曜日

※休日の関係等で日程が変更となる場合が
ございます。ご了承ください。

販売時間
9：00～11：00まで


